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規

則

東
京
都
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
四
十
二
号

東
京
都
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
施
行
規
則
（
平
成
三
十
年
東
京
都
規
則
第
七
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
五
条
に
規
定
す
る
」
の
下
に
「
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九

十
二
号
）
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
取
崩
し
を
行
っ
た
場
合
は
、
当
該
」
を
加
え
る
。

別
記
第
三
号
様
式
、
第
八
号
様
式
、
第
十
二
号
様
式
か
ら
第
十
四
号
様
式
ま
で
、
第
十
八
号
様
式
及

び
第
二
十
二
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
四
十
三
号

東
京
都
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
条
例
施
行
規
則
（
平
成
三
十
年
東
京
都
規
則
第
七
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等
交
付
金
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
及
び
標
準
保

険
料
率
に
関
す
る
省
令
」
を
「
国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等
交
付
金
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金
、
財
政
安
定
化
基
金
及
び
標
準
保
険
料
率
に
関
す
る
省
令
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
四
十
四
号

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
四
を
第
一
条
の
五
と
し
、
第
一
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
有
毒
部
位
が
確
実
に
除
去
さ
れ
た
も
の
）

第
一
条
の
四

条
例
第
二
条
第
二
号
の
処
理
の
終
わ
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
内

臓
を
除
去
し
、
皮
を
剝
い
だ
も
の
及
び
分
離
し
た
ま
ま
の
形
態
の
精
巣
で
あ
つ
て
、
有
毒
部
位
が
確

実
に
除
去
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
道
府
県
（
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。
）
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
処
理
さ
れ
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
道
府
県
の
知
事
（
保
健
所

を
設
置
す
る
市
の
市
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
有
毒
部
位
の
確
実
な
除
去
等
（
以
下
単
に
「
除

去
等
」
と
い
う
。
）
が
で
き
る
と
認
め
た
者
（
当
該
道
府
県
の
知
事
が
除
去
等
が
で
き
る
と
認
め
た

者
の
立
会
い
の
下
に
そ
の
指
示
を
受
け
て
除
去
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
当
該
除
去
等
を

行
う
者
を
含
む
。
）
が
当
該
道
府
県
の
知
事
が
除
去
等
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
施
設
と
し
て
認
め
た

場
所
で
処
理
し
た
も
の
に
限
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
も
の
」
の
下
に
「
並
び
に
富
山
県
知
事
、
静
岡
県
知
事
、
愛
知
県
知
事
、
鳥
取

県
知
事
、
徳
島
県
知
事
、
香
川
県
知
事
、
宮
崎
県
知
事
及
び
鹿
児
島
県
知
事
が
与
え
た
ふ
ぐ
の
処
理
に

関
す
る
免
許
を
有
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
令
和
三
年
五
月
以
前
に
行
わ
れ
た
試
験
に
合
格
し
た
も
の
」

を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
認
め
た
者
」
の
下
に
「
（
沖
縄
県
知
事
が
認
め
た
者
に
あ
つ
て
は
、
令
和

三
年
五
月
以
前
に
行
わ
れ
た
講
習
会
を
修
了
し
た
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条

削
除

第
十
八
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
を
削
る
。

第
二
十
条
中
「
第
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、

第
二
十
一
条
を
第
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
委
任
）

第
二
十
条

こ
の
規
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
知

事
が
別
に
定
め
る
。

別
記
第
十
七
号
様
式
か
ら
第
十
九
号
の
二
様
式
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
立
病
院
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
四
十
五
号

東
京
都
立
病
院
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

東
京
都
立
病
院
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
東
京
都
規
則
第
五
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
四
十
六
号

東
京
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
東
京
都
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
部
㈡
の
項
中
「
二
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
、
五
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
八
二
〇
円
」
を

「
一
、
二
九
〇
円
」
に
、
「

七
〇
円

三
五
〇
円
」
を
「

三
〇
円

二
六
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例

施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
使
用
の
申
請
を
受
理
し
て
い
る
も
の
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。
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東
京
都
霊
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
四
十
七
号

東
京
都
霊
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
霊
園
条
例
施
行
規
則
（
平
成
五
年
東
京
都
規
則
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
一
中
「
二
百
八
十
三
万
九
千
円
」
を
「
二
百
八
十
九
万
三
千
円
」
に
、
「
百
八
十
一
万
円
」

を
「
百
八
十
万
九
千
円
」
に
、
「
百
七
十
万
四
千
円
」
を
「
百
六
十
八
万
三
千
円
」
に
、
「
九
十
二
万

二
千
円
」
を
「
九
十
二
万
三
千
円
」
に
、
「
八
十
七
万
五
千
円
」
を
「
八
十
七
万
六
千
円
」
に
、
「
九

十
三
万
二
千
円
」
を
「
九
十
四
万
円
」
に
、
「
二
十
一
万
一
千
円
」
を
「
二
十
一
万
八
千
円
」
に
、

「
八
十
八
万
五
千
円
」
を
「
八
十
九
万
三
千
円
」
に
、
「
二
十
九
万
九
千
円
」
を
「
三
十
万
八
千
円
」

に
、
「
百
六
十
八
万
一
千
円
」
を
「
百
六
十
八
万
二
千
円
」
に
、
「
五
十
九
万
九
千
円
」
を
「
六
十
万

円
」
に
、
「
百
六
十
一
万
一
千
円
」
を
「
百
六
十
一
万
二
千
円
」
に
、
「
九
十
六
万
三
千
円
」
を
「
八

十
七
万
四
千
円
」
に
、
「
九
十
一
万
七
千
円
」
を
「
八
十
六
万
円
」
に
、
「
八
十
一
万
五
千
円
」
を

「
六
十
九
万
二
千
円
」
に
、
「
七
十
二
万
四
千
円
」
を
「
六
十
三
万
円
」
に
、
「
五
十
四
万
七
千
円
」

を
「
四
十
九
万
八
千
円
」
に
、
「
四
十
二
万
九
千
円
」
を
「
三
十
五
万
九
千
円
」
に
、
「
四
十
三
万
五

千
円
」
を
「
三
十
六
万
七
千
円
」
に
、
「
四
十
四
万
九
千
円
」
を
「
三
十
八
万
円
」
に
、
「
五
十
一
万

七
千
円
」
を
「
四
十
四
万
五
千
円
」
に
、
「
六
十
三
万
一
千
円
」
を
「
五
十
四
万
五
千
円
」
に
、
「
六

十
四
万
八
千
円
」
を
「
六
十
二
万
八
千
円
」
に
、
「
七
万
九
千
円
」
を
「
六
万
四
千
円
」
に
、
「
四
万

六
千
円
」
を
「
三
万
九
千
円
」
に
、
「
十
三
万
四
千
円

」
を
「
十
二
万
五
千
円

」
に
、
「
七

五
万
四
千
円

五
万
一
千
円

万
円
」
を
「
六
万
三
千
円
」
に
、
「
九
万
四
千
円
」
を
「
八
万
七
千
円
」
に
、
「
六
万
円
」

を
「
五
万
六
千
円
」
に
、

「
樹
林
型
合
葬

埋
蔵
施
設

多
磨
霊
園

一
号
基
（
遺

骨
）

一
体
に
つ
き

九
万
一
千
円

」
を

一
号
基
（
粉
状

遺
骨
）

三
万
円

小
平
霊
園

遺
骨

十
三
万
四
千
円

粉
状
遺
骨

四
万
四
千
円

「
樹
林
型
合
葬

埋
蔵
施
設

多
磨
霊
園

一
号
基
（
遺

骨
）

一
体
に
つ
き

八
万
八
千
円

」
に
、

一
号
基
（
粉
状

遺
骨
）

二
万
九
千
円

二
号
基
（
遺

骨
）

八
万
六
千
円

二
号
基
（
粉
状

遺
骨
）

二
万
八
千
円

小
平
霊
園

遺
骨

十
三
万
円

粉
状
遺
骨

四
万
三
千
円

「
十
九
万
四
千
円
」
を
「
十
九
万
一
千
円
」
に
、
「
三
十
五
万
九
千
円
」
を
「
二
十
一
万
五
千
円
」
に
、

「
二
十
八
万
七
千
円
」
を
「
十
七
万
二
千
円
」
に
、
「
二
十
一
万
五
千
円
」
を
「
十
二
万
九
千
円
」
に
、

「
十
五
万
四
千
円
」
を
「
十
五
万
一
千
円
」
に
、
「
十
一
万
六
千
円
」
を
「
十
一
万
三
千
円
」
に
、

「
七
万
四
千
円
」
を
「
七
万
二
千
円
」
に
、
「
二
万
一
千
円
」
を
「
二
万
円
」
に
、
「
二
万
六
千
円
」

を
「
二
万
五
千
円
」
に
、

「

一
万
円

一
万
円

二
万
七
千
円
」

を
「

九
千
円

九
千
円

二
万
六
千
円
」

に
、
「
千
六
百
円
」
を

「
千
四
百
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
七
百
円
」
を
「
七
百
三
十
円
」
に
、
「
九
百
四
十
円
」
を
「
九
百
二
十
円
」
に
、

「
三
千
九
十
円
」
を
「
三
千
七
十
円
」
に
、
「
五
千
四
百
四
十
円
」
を
「
五
千
百
七
十
円
」
に
、
「
四

千
三
百
五
十
円
」
を
「
四
千
百
四
十
円
」
に
、
「
三
千
二
百
六
十
円
」
を
「
三
千
百
円
」
に
改
め
る
。
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別
表
第
三
中

「
休
憩
所

多
磨
霊
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
月
に

つ
き

四
百
四
十
円

」
を

青
山
霊
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
月
に

つ
き

二
千
二
百
九
十
二
円

谷
中
霊
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
月
に

つ
き

八
百
七
十
五
円

雑
司
ケ
谷
霊
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
月
に

つ
き

七
百
八
十
七
円

染
井
霊
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
月
に

つ
き

八
百
二
十
五
円

「
休
憩
所

青
山
霊
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
月
に

つ
き

二
千
二
百
九
十
二
円

」
に
改
め
る
。

谷
中
霊
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
月
に

つ
き

八
百
七
十
五
円

雑
司
ケ
谷
霊
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
月
に

つ
き

七
百
八
十
七
円

染
井
霊
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
月
に

つ
き

八
百
二
十
五
円

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
葬
儀
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
四
十
八
号

東
京
都
葬
儀
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
葬
儀
所
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
一
年
東
京
都
規
則
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
八
千
百
四
十
円
」
を
「
八
千
二
百
十
円
」
に
、
「
九
千
七
百
六
十
円
」
を
「
九
千
八

百
五
十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
海
上
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
四
十
九
号

東
京
都
海
上
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
海
上
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一

一
の
部
東
京
都
立
海
の
森
公
園
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

東
京
都
立
有
明
親
水
海
浜
公
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
一
月

八
百
八
十
円

別
表
第
一

一
の
項
中

「
東
京
都
立
有
明
北
緑
道
公
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
一
月

八
百
九
十
五
円

」

を「
東
京
都
立
有
明
北
緑
道
公
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
一
月

八
百
九
十
五
円

」

東
京
都
立
晴
海
緑
道
公
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
一
月

千
五
百
二
十
円

に
改
め
る
。

別
表
第
三

二
の
部
㈥
の
項
中
「
、
大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公
園
及
び
葛
西
海
浜
公
園
」
を
削
り
、
同

部
㈦
の
項
中
「
及
び
葛
西
海
浜
公
園
の
」
を
削
る
。

別
表
第
四
中

「
お
台
場
海
浜
公
園
、
大
井
ふ
頭

中
央
海
浜
公
園
及
び
葛
西
海
浜

公
園
の
海
上
公
園
係
船
施
設

な
し

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
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」
を

お
台
場
海
浜
公
園
及
び
葛
西
海

浜
公
園
の
海
上
バ
ス
券
売
所

な
し

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

「
お
台
場
海
浜
公
園
の
海
上
公
園

係
船
施
設

な
し

午
前
八
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

」
に

お
台
場
海
浜
公
園
海
上
バ
ス
券

売
所

な
し

午
前
八
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

別
表
第
一

一
の
部
東
京
都
立
海
の
森
公
園
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定

令

和
四
年
八
月
一
日

二

別
表
第
一
の
改
正
規
定
（
前
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
令
和
四
年
十
月
一
日
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